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検定教科書では、実存主義は “ 主体性の回復 ”
に関わる単元として位置づけられており、キル
ケゴールはじめ 5 名の哲人が主に取り上げられ
ている。ここで考察したいのは、公民科倫理の
学習としてこうした哲人を取り上げる場合、授
業の「目標」と「内容」をいかに対応させるか
という点である。教科書５冊のうち３冊（第一
学習社、実教出版、清水書院）は、一般的な時
代背景の説明が数行ほど記述されて直ちにキル
ケゴールに入っている（清水書院は、実存主義
を含む節の冒頭に、「モダンタイムズ」の写真
を掲載）。一方、以下の２冊は、キルケゴール
に入る前に、大衆社会状況における個人の不安
を考える手がかりとなる素材が導入として記さ
れている。
山川出版社
安部公房『赤い繭』のあらすじとリースマンの『孤
独な群衆』の議論を紹介したうえで、「たえず携
帯電話で話し続ける青年たちの姿」の意味を問
いかける 20 行の記述。
数研出版
20 世紀の大量消費社会、大衆社会の中で人々に
襲いかかる「底深い不安感」「進歩の影の部分」
を指摘する 11 行の記述。「モダンタイムズ」の
一場面の写真が掲載。
実存主義という思想が生まれた時代状況の何
に対して哲人たちが挑み格闘したのかという理
解を前提とせねば、哲人の「見方や考え方を学
び取ること」にとどまりかねない。哲人たちが
取り組んだ時代の課題は、自分たちに当てはめ
るとどういうことになるのかと考えた時、「自
ら課題を受け止め」という学習ができ、「自ら
の在り方生き方」に生かす倫理学習が可能とな
る。したがって、前３社の教科書を使用する場
合、山川・数研の導入を参考にしたり、山川・
数研の場合だと、記事の活用や他の事例を考案
するなどの工夫をすることで、教科書を活かし
た授業づくりができる。
